食物アレルギーってなんだろう？　７　　　　　　　　　　　長谷川クリニック　長谷川　浩

（北海道国民健康保険団体連合会発行　北海道の国保2009年10月号）
食物アレルギーの特徴３；

　今回も症例A君で学んだ食物アレルギーの特徴についてお話しします。A君はアレルギー性胃腸炎による蛋白漏出性胃腸症の6才男児です。除去誘発試験では、豚肉と鮭が常に、大豆･鶏卵･牛乳は下痢の時だけ陽性でした。その後、これらを除去することにより症状の再燃はありませんでした。今回は、IgE(RAST) (以後RASTと略す)や皮膚テストとの相関を見ることにします。　
○血液と皮膚の検査値　

　A君には、アレルゲン(アレルギーの原因物質)を特定する目的で、幾つかの検査をしました。写真1･表1は皮内テストの成績です。この検査では、白身魚や米でも強く反応し、その値は誘発試験で陽性の鮭・大豆・卵・牛乳より高値でした。
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　　　　　写真１，皮内テスト（15分値）

	· IgE(RAST)
（ ）内はクラス
	

	豚肉
	42 (4）
	
	コーン
	5 (3)

	牛乳
	22 (4）
	
	ゴマ
	5 (3)

	卵白
	21 (4)
	
	大豆
	3 (2)

	小麦
	17 (3)
	
	ダニ１
	3 (2)

	米
	15 (3)
	
	カニ
	1 (2)

	鮭
	14 (3)
	
	ダニ２
	0 (0)

	· スクラッチ･テスト
  　　　　発赤
	

	卵白0、牛乳0、大豆0、鮭0、
豚肉0

	

	白身魚
	25×22
	⧺
	牛乳
	17×15
	⧺

	豚肉
	21×26
	⧺
	コーン
	14×12
	+

	米
	19×17
	⧺
	大豆
	13×12
	+

	鮭
	19×15
	⧺
	小麦
	13×12
	+

	全卵
	18×16
	⧺
	対照
	6×6
	±

	
	

	
	


表１， 皮内テスト（膨疹径）
⧺：強陽性、+：陽性、±：疑陽性
表２，他の血液検査･皮膚テスト
表2の上は、RAST（クラス2以上が陽性）の結果です。ここでも、誘発試験･陰性の小麦と米まで陽性となっており、その値は鮭・大豆より高値でした。これら2つの検査では、誘発試験を基準にすると、陽性に出過ぎていたことになります。一方、表2の下は、スクラッチテスト(出血しない程度の傷にアレルゲン･エキスを置く)の結果です。こちらは、誘発試験で陽性のアレルゲン全てが陰性となっていて、実際のアレルゲンを見逃していたことになります。A君では、このように、どの検査でも事実とかけ離れたデータが出ていました。

○RAST検査と実際のアレルギー

　血液検査(RAST‥‥)や皮膚テスト(皮内反応やプリックテスト‥‥)は、原因を特定する目安として大変役立ちます。短時間のうちに数値で明快に示されるため、医師にも患者にも便利で受け入れやすい検査です。このうち、RASTが最も簡便ですが、反映するのは即時型反応の一部に限られます。従って、遅延型アレルギー反応で起こる乳児消化管アレルギーやアトピー性皮膚炎の一部は、その原因を検出できません。また、食物摂取と症状発現で即時型のエピソードが明らかでも、乳児早期にはRASTが陰性で、その後1才前後に高値になる例が少なくありません。逆に、3～4才頃になると、RASTは高値なのに食べても症状が出ない例をよく見かけます。これは、年長になると、競合する阻止抗体(特異的IgG4)が増加するためと解釈されています。（余談ですが、誘発試験が陰性のため除去を解除した6才児で、食べ続けるうちに少量でアナフィラキシーを起こした例がありました。除去の解除は慎重に進めたほうが良さそうです。）更には、即時型反応が起こっても、A君のように症状がすぐには現われなかったり、納豆によるアナフィラキシー（豆知識参照）のように症状が遅発性に表れる場合もあります。以前、除去誘発試験では食べて数時間～1日程度で症状が出る遅発型が明らかに多いとお話ししましたが、このように様々なタイプが混在しているためと考えられます。この他の血液検査や皮膚テストについては、別の機会にご説明したいと思います。

○検査は参考に

　アレルゲンを検索する検査の中で、最も実際に近いのは除去誘発試験ですが、それでも完全に把握できるわけではありません。血液検査や皮膚テストは、更に実際から遠いものです。ここでA君から学んだ第3の教訓は、アレルギー診療にとって「検査結果を盲信せず、参考に留めたほうがよいこと」と、「患者がどのような状況でどう反応するのか、丁寧に観察することが重要であること」でした。
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